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北
陸
新
幹
線
の
県
内
延
伸
や
高

規
格
道
路
の
整
備
な
ど
、
福
井
県

を
取
り
巻
く
高
速
交
通
体
系
が
大

き
く
進
展
、
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
西
口
再

開
発
事
業
も
進
み
、
福
井
の
玄
関

口
も
大
き
く
様
変
わ
り
す
る
。 

県
都
福
井
は
、
戦
災
、
震
災
か

ら
60
年
余
り
が
過
ぎ
、
都
市
全
体

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
時
期
を
迎

え
、
県
と
福
井
市
が
設
置
し
て
い

る
県
都
デ
ザ
イ
ン
懇
話
会
は
福
井

城
址
を
歴
史
資
源
と
し
て
生
か
す

た
め
、
県
庁
と
市
役
所
を
移
転
・

再
配
置
し
、
市
中
央
公
園
な
ど
を

一
体
化
し
た
「
福
井
城
址
公
園
」

の
整
備
を
提
唱
し
た
。 

会
合
で
は
、
城
址
公
園
整
備
に 

       関
し
「
当
面
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
し
、
城
址
復
元
な

ど
を
議
論
す
べ
き
だ
」「
現
代
の
都

市
で
あ
り
な
が
ら
歴
史
も
感
じ
さ

せ
る
仕
掛
け
が
必
要
」
と
い
っ
た

意
見
が
出
た
。
県
民
意
見
を
反
映

す
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
、
関
心
を

高
め
る
よ
う
求
め
る
声
も
あ
っ
た
。 

   

福
井
工
業
大
学
（
福
井
市
学
園

３
丁
目
）
の
図
書
館
４
階
に
、
日

本
の
近
世
城
郭
や
城
下
町
と
ま
ち

づ
く
り
を
総
合
的
に
研
究
す
る

「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
福
井
城
郭
研
究
所
」
が

あ
る
。
今
年
５
月
23
日
に
開
設
さ

れ
、
公
的
な
城
郭
研
究
施
設
は
滋

賀
県
や
姫
路
市
、
金
沢
市
に
あ
る

が
、
大
学
内
に
城
郭
の
研
究
所
が

本城橋と本丸大手門跡 

県
都
福
井
の
ま
ち
づ
く
り 

ＦＵＴ福井城郭研究所から発信 

壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
戦
災
や
震
災
か
ら
60
年
余
り
が
経
過

し
た
県
都
福
井
の
将
来
像
を
ど
う
描
く
か
。
県
都
デ
ザ
イ
ン
懇

話
会
は
「
福
井
城
址
」
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
提
唱
。 

福
井
工
大
吉
田
純
一
教
授
は
「
全
国
の
主
要
都
市
は
、
城
を
核

に
し
た
城
下
町
が
基
盤
に
あ
る
」
と
提
言
す
る
。 

都
市
全
体
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

す
る
時
期
を
迎
え
る
県
都 

城
郭
と
城
下
町
の
研
究
解
明

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る 
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設
立
さ
れ
た
の
は
全
国
で
初
め
て

と
い
う
。 

所
員
は
所
長
の
吉
田
純
一
建
築

生
活
環
境
学
科
教
授
の
ほ
か
、
同

大
学
で
城
郭
や
城
下
町
の
研
究
、

ま
ち
づ
く
り
の
研
究
・
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
教
員
４
人
で
構
成
。

将
来
的
に
は
学
生
に
も
研
究
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
学
内
外
の
研
究

者
の
招
聘
も
予
定
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
は
、
福
井
城
と
そ
の
城 

                

下
町
を
格
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
全
国
発
信
す
る
一
方
、

現
在
の
福
井
市
の
都
市
形
成
の
基

盤
で
も
あ
る
福
井
城
と
そ
の
城
下

町
の
成
立
や
発
展
、
全
国
と
の
事

例
と
比
較
し
な
が
ら
そ
の
特
質
や

特
徴
を
解
明
。
「
県
都
デ
ザ
イ
ン

懇
話
会
」
が
提
唱
す
る
「
福
井
城

址
公
園
」
な
ど
の
福
井
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
重
要
な
手
が
か

り
、
手
法
を
提
示
す
る
な
ど
、
県

や
市
と
連
携
し
な
が
ら
福
井
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
く
。 

研
究
所
内
に
は
、
福
井
城
を
は

じ
め
江
戸
城
、
姫
路
城
な
ど
全
国

各
地
の
城
郭
の
写
真
や
絵
図
等
を

展
示
し
、
同
大
学
卒
業
生
に
よ
る 

          

福
井
城
や
福
井
城
下
の
復
元
模
型

も
展
示
さ
れ
、
一
般
の
学
生
も
立

ち
寄
れ
る
。 

   

お
堀
の
中
の
県
庁
は
、
福
井
城

の
本
丸
跡
に
建
っ
て
い
る
。
そ
の

敷
地
内
に
は
福
井
の
地
名
の
由
来

に
も
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
井

戸
跡
「
福
の
井
」
も
あ
る
。 

福
井
城
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の

後
、
徳
川
家
康
の
次
男
、
結
城
秀

康
が
、
越
前
68
万
石
の
居
城
と
し

て
従
来
の
北
の
庄
城
を
大
改
修
し

て
築
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
範

囲
は
、
東
は
荒
川
、
南
は
足
羽
川
、

西
は
現
在
の
片
町
、
北
は
現
在
の

松
本
ま
で
、
ほ
ぼ
２
㎞
四
方
に
わ

た
っ
て
い
る
。
こ
の
範
囲
内
に
縦

横
に
堀
、
石
垣
を
廻
ら
し
た
巨
大

な
城
郭
で
あ
る
。 

 

築
城
時
の
天
守
閣
は
５
階
建
て
、

松
平
文
庫
に
残
る
絵
図
に
よ
る
と
、

石
垣
を
含
ん
だ
高
さ
は
約
37
ｍ
で

あ
り
、
現
在
の
11
階
建
の
ビ
ル
に

相
当
す
る
。
最
近
は
10
階
建
の
ビ 

       

ル
と
い
っ
て
も
誰
も
驚
か
な
い
が
、

今
か
ら
40
年
前
に
は
10
階
以
上

の
ビ
ル
は
福
井
県
内
に
は
皆
無
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
を
考
え
る
と
、
今
か
ら
約
４
百

年
前
に
築
か
れ
た
福
井
城
天
守
閣

の
巨
大
さ
は
驚
異
的
な
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
こ

の
天
守
閣
は
寛
文
９
年
の
大
火
で

焼
失
し
、
以
後
再
建
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
そ
の
寿
命
は
六
十
余
年

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

天
守
閣
焼
失
後
は
、
本
丸
の
隅

櫓
２
基
を
３
階
に
改
修
し
、
天
守

閣
の
代
用
と
し
た
が
、
隅
櫓
と
は

い
え
、
そ
の
規
模
は
10
万
石
程
度

の
大
名
の
天
守
閣
に
相
当
し
、
こ

れ
を
２
基
備
え
た
福
井
城
は
、
北

陸
の
名
城
の
偉
容
を
保
っ
て
い
た

と
い
え
る
。 

福井城天守閣跡 

天
守
閣
焼
失
後
も
福
井
城
は 

北
陸
の
名
城
の
偉
容
を
保
つ 

Ｆ
Ｕ
Ｔ
福
井
城
郭
研
究
所 

福
井
工
業
大
学
図
書
館
４
階 

（
福
井
市
学
園
３
丁
目
）

福井城本丸模型を説明する吉田教授 



 

24 
 

                           

   

福
井
城
の
特
色
の
一
つ
に
、
石

垣
の
美
し
さ
が
あ
る
。
本
丸
に
残

る
石
垣
は
表
面
だ
け
で
約
２
万
５

千
個
の
石
材
が
使
わ
れ
、
こ
の
全

て
が
足
羽
山
産
出
の
笏
谷
石
で
あ

る
。
福
井
城
全
体
で
は
お
そ
ら
く

数
十
万
個
の
笏
谷
石
石
材
が
使
用

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ほ
ぼ
均
一
の

石
材
に
よ
り
目
地
を
揃
え
て
構
築

さ
れ
た
石
垣
は
、
独
特
の
構
成
美

を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。 

 

福
井
駅
西
口
地
下
駐
車
場
建
設

に
伴
う
発
掘
調
査
時
に
、
石
垣
が

出
土
し
た
。
吉
田
所
長
は
「
本
県

の
、
福
井
市
の
貴
重
な
歴
史
遺
産

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ

の
石
垣
を
保
存
し
、
駐
車
場
の
一

部
に
展
示
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
残

念
が
る
。 

吉
田
所
長
は
平
成
14
年
９
月
に

設
立
し
た
「
福
井
城
の
復
元
を
す

す
め
る
会
」
の
会
長
も
務
め
、
「
ま

ず
県
都
の
歴
史
的
シ
ン
ボ
ル
『
巽

櫓
』
を
復
原
し
よ
う
」
を
合
い
言 

                  

葉
に
、
講
演
会
・
説
明
会
な
ど
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
県

民
運
動
・
市
民
運
動
へ
と
拡
大
を

図
っ
て
い
る
。
「
全
国
の
主
要
都

市
は
、
城
を
核
に
し
た
城
下
町
が

基
盤
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
上
で
、
城
郭
や

城
下
町
の
研
究
は
大
切
だ
」
と
、

意
気
込
む
。 

 

県
都
福
井
の
「
顔
」
と
し
て
福

井
駅
前
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
県
都
に
は
、
に
ぎ
わ
い
も
重

要
だ
が
、
福
井
県
民
が
長
い
歴
史

に
裏
打
ち
さ
れ
た
誇
り
、
魅
力
を

感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
だ
ろ

う
。
そ
の
中
心
に
「
シ
ン
ボ
ル
」･

「
格
」
と
な
る
北
陸
の
名
城
「
福

井
城
」
が
そ
び
え
、
県
民
が
憩
い
、

県
外
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
。
今

後
、
県
都
福
井
の
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
く
の
か
注
視
し
た
い
。 
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